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al., 1998 ; 安藤ら， 2000)。犯罪被害者が継続してメンタルヘルス・サービスを利用した場合、
症状が有意に軽減したという研究結果 (Norriset al., 1990)があり、サービスの利用に需要のあ
る被害者をメンタルヘルス・サービスに結びつけることは軍要であると考えられる（中島・白井，
2007)。自分の力では解決できない困難な場面や問題に直面した個人が他者に援助を求めること












認知件数は 1,582件（被害発生率2.4%)、強制わいせつは7,111件（同 10.6% (女子）、 0.3%
（男子）） 1である（法務総合研究所， 2009)。被害率をみると、一般成人女性を対象としだ性暴力
















り示されている (Kessleret al., 1995 ; Kilpatrick et al., 2003 ; 佐藤， 1998;白井ら， 2005など）。
中でも性犯罪被害の精神的影響については、 1970年代より rape-traumasyndromeとして指摘
されている (Burgess& Holmstorm, 1974)。Boudreauxet al. (1998)は一般成人女性を対象にし
た調査で、強姦被害者は強迫性障害、社交不安の有病率が有意に高いことを示し、 Dancuet al. 
(1996)は、性犯罪被害者が他の暴力犯罪の被害者に比べて解離反応が高いことを報告した。強





































影響を与える要因を 1)デモグラフィック要因、 2)ネットワーク変数、 3)パーソナリティ変数、
4)個人の問題の深刻さ・症状の4領域に分類した。犯罪被害者の援助要請行動に影響を与える











1999 ; McCart et al., 2010)。一方、犯罪被害者に特有な要因としては、加害者一被害者関係、犯
罪タイプ、被害の重症度、暴力特性（武器使用の有無）、身体障害の有無、犯罪被害者と同定さ
れることに対するステイグマなどがある (McCartet al., 2010)。犯罪被害は他者によって意図的
に実行されるものであり、司法制度を通じて被害が軽減される可能性があるなど、犯罪被害者の
援助要請行動には、他のタイプのトラウマに曝された個人とは異なる傾向があると指摘されてい
る (McCartet al., 2010)。援助要請行動には文化差が報告されており（水野・石隈， 1999; 














, ............................... , i〈問題の重要性・緊急性〉
；犯罪タイプ、被害の重症度、
： i暴力特性（武器使用の有無）、 i 
： i身体障害の有無 ： 
i〈問題解決能力〉
： 
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註
1 「被害発生率」は、人口 10万人当たりの認知件数の比率（男女別）をいう。ただし、強姦については、
女子人口10万人当たりの認知件数の比率である（法務総合研究所， 2009)。
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